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カワムラハデミナシ（イモガイ科）は現生種か絶滅種か？

吉葉繁雄１）・延原尊美２）

戸板女子短期大学生活科衛生学研究室
名古屋大学大学院理学研究科地球惑星科学教室

はじめに
カワムラハデミナシ１印１：ｃ，ｃ・ｎｓｋａ・ｓｕｒａｊＨａｂｅ，１９６２は，奄美大島を模式地と

して記載された本邦産イモガイ類の珍稀種で，奄美諸島から沖縄諸島にかけての周辺
海域から死殻が得られている（Ｆｉｇ．１）．カワムラハデミナシは従来，東アフリカ東
岸に現生するハデミナシ１庫）１：ｃ，ｃ・ｎｓｓｊ珀ｅ❼，ｒａｒｄｓｊＪｏｕｓｓｅａｕｍｅ，１８９４の螺塔の低
い一型とされていたが，波部け９６２）は斑紋も著しく細かいことから別種として記載
した．その後，吉葉（１９８８）は，ハデミナシを殻形態および殻表の斑紋の特徴から，
アフリカ型［モザンビーク～モーリシャス産］，インド型［ペンガル湾～アラビヤ海
産］，西太平洋型［奄美群島～沖縄本島周辺産］の３型に区別し，カワムラハデミナ
シは西太平洋型に他ならないことを指摘した．さらに吉葉（１９９０）は，カワムラハデ
ミナシの完模式標本を含む２個体および１９８９年ごろ奄美～沖縄海域（水深３０～７０ｍ）
で採集された推定１５００個体のうちの３４個体，さらに喜界島の化石Ｃｏｎｓｊｌｊ・ａｔｊｓ坦ｒａ
ｌ）ｉｌｓｂｒｙ，１９５０１０個体の殻形態を計測した．その結果，西太平洋産の現生・化石の両
集団はお互いに区別することは不可能であるが，西太平洋型はアフリカ型・インド型
とは異なる成長パターンを示すことが判明した．そこで，カワムラハデミナシはハデ
ミナシの一型と見なすより別種もしくは別亜種として扱うのが妥当であるとしている．
また，喜界島産化石のＣ２１１・ａｌｙｊｓ抑ｒａはカワムラハデミナシと同種であり，学名
臨ｗｕｒａ川よ異名となることは松隈ら（：Ｌ９９１）によってもすでに指摘されている．
ところで，カワムラハデミナシとされる推定１５００個体の標本群は全て死殻で，生体

は勿論，死肉や歯舌歯も知られず，殻表に認められるアフリカ型・インド型の黒褐色
模様に類する色斑は槌色気味の黄褐色調なので，絶滅種である可能性もある．そこで，
沖縄本島糸満市で得られたカワムラハデミナシの極めて保存良好な貝殻について１４Ｃ
年代を得ることができたのでここに報告し，カワムラハデミナシの消長について議論
する．なお，分類学・命名法上の議論は後の機会に整理することとしたい．

測 定 試 料 と 測 定 結 果
試料は，沖縄本島南部の糸満市にて海底ケーブル敷設会社がサンドポンプで上げた

砂泥から採集されたものを標本業者を介して得たものであり，正確な採集地点につい
ては不明である．貝殻は水深数十ｍの海底砂泥堆積物中に長期間存在したらしく，殻
表の色斑は淡褐色に槌色しているが，斑紋の形状は明瞭で成長脈や彫刻は摩滅されて
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Ｆｉｇ．１カワムラハデミナシ１ｅμ（７ｃ。ｎｓｋａａａｒａｊＨａｂｅ，１９６２（左；奄美大島産の模式標本，右；沖
縄本島産）

はおらず，きわめて保存はよい．測定試料は殻内の殻軸付近をピンセットで破壊しそ
の少量を採集した．
１４Ｃ年代の測定は，名古屋大学年代測定資料研究センターのタンデトロン加速器質

量分析計（ＡＭＳ）で行った（測定コード番号？，ＩＵ’Ｉ｀Ａ-４３０１）．その結果，２９２±６６ｙｒＢＰと
いう年代値を得た．この年代値は，海洋表層水の炭素貯蔵のリザーバー効果の補正が
施されており，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を用いて算出し，西暦１９５０年から遡った年数で
示している．なお，誤差は１標準偏差である．さらに１４Ｃ年代から暦年代への較正を，
スイス・中間エネルギー研究所・ＥＴＨの加速器質量分析実験施設で開発された較正プ
ログラムＣａｌｉｂＥＴＨ１．５ｂ㈲９１）を使用して行った．この手法は樹木年輪について
の１４Ｃ濃度測定から得られた較正データを用いている．その結果，測定試料となった
カワムラハデミナシの個体は西暦１５０１年から１６６６年の間のある期間に生息していたこ
とが示された．なお，真の年代が表示された年代の範囲に入る確率は６８％（±１丿
である．

考 察
カワムラハデミナシと同種と考えられる喜界島の化石Ｃ，ｌｊ・ｊｌａｓ坦ｒａは，黒田
（１９５５）によれば，更新統もしくは上部鮮新統産と記されている．九州大学理学部の
松隈明彦助教授によれば，鮮新統の島尻層群早町層ではなく更新統琉球層群湾層から
産出するとのことである（私信による八湾層は喜界島の西半分および北東部一帯に
広く分布する主として生砕性の石灰岩層である．年代については，大村（１９８８）によ
．る２町ｈ／２３４Ｕ年代では約９～４万年前の年代値が報告されている．少なくともこのころま
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でには，カワムラハデミナシもしくはその原種が南西諸島に存在したことになる．な
お沖縄貝類標本館の仲嶺俊子氏（７）情報によると，奄美～沖縄海域（水深３０～７０ｍ）の
海底から得られた標本は推定１５００もしくはそれ以上におよんでおり膨大な個体数が存
在していたことがうかがわれる．このような現象は，更新世以降における汎世界的な
気候の温暖化に関連しているものと考えられる．例えば，縄文海進期にあたる後氷期
の温暖期には，本州において様々な熱帯・亜熱帯系種の北上と繁栄が認められている
（松島，：ＬＳ）８４）．
ところで，小渾ら（１９９５）は西表島のマングローブ泥底上から得られた色彩の残る

センニンガイＴｅ／６，ｊ；ｃｃ；，ｐｊｕ£ｅ７。ｓｃ。がｕ（Ｌｉｎｎａｅｕｓ）の殼の年代を同じ手法で測定し
３３０±８０ｙｒＢＰという１４Ｃ年代値を得ており，今回の結果はこれにたいへん近い値を示
している．センニンガイは現在ではフィリピン群島以南になってはじめてマングロー
ブ群集の主要構成種になるウミニナ科の熱帯性巻貝であり，南西諸島からは保存良好
な死殻は得られていたものの生貝の報告はなかった．小滓ら（１９９５）は１４Ｃ年代値と
あわせて化石記録も検討し，センニンガイは後氷期の温暖期佃（）ｌｏｃｅｎｅＣＨｍａｔｉｃ
（）ｐｌ：ｉｍｕｍ）に熱帯海洋気候前線の北上とともに沖縄本島北部付近まで進出したが，そ
の後の気温・水温の低下に伴い南下し，ハ重山諸島でも１７～１８世紀初頭頃までには消
滅したと推定した．小滓ら（１９９５）はハ重山諸島でのセンニンガイ消滅の背景として，
１７世紀末から１８世紀初めにかけての世界的な寒冷化を挙げている．中世温暖期以降
（１４世紀以降）の小氷期（ＬｉｔｔｌｅｌｃｅＡｇｅ）の中でもとくに寒冷化か顕著な１７世紀半
ばから１８世紀初めにかけての期間は，太陽活動の衰退期（マウンダー極小期）に一致
していることが指摘されている（Ｅｄｄｙ，１．９７６卜カワムラハデミナシは，同様の環境
変動を背景に１７～１８世紀の小氷期を境に姿を消した南西諸島周辺に固有の絶滅種（も
しくは絶滅亜種）であったと推定する．

謝 辞
タンデトロン加速器質量分析計による１４Ｃ年代の測定および年代値の較正に関して

は，名古屋大学年代測定資料研究センターの中村俊夫助教授・池田晃子技官にお世話
になった．名古屋大学理学研究科地球惑星科学教室の小滓智生助教授，元東京大学海
洋研究所教授の堀越増興博士には本論の内容に関して議論していただいた．九州大学
理学部地球惑星科学教室の松隈明彦助教授には喜界島の化石じ・ｎｓａｒｊｌ£ｊｓ垣ｒａの産
出層準について有益なコメントと情報を提供していただいた．また，沖縄貝類標本館
の仲嶺俊子氏には奄美～沖縄海域の海底から得られたカワムラハデミナシについて重
要な情報を提供していただいた．ここに記して深く感謝の意を表する．
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ｐｌｓ．保育社，大阪．
黒田徳米．１９５５．日本産イモガイ類．貝雑（ｖｅｎｕｓ），１８（・１）：２８５-３０３．
松隈明彦・奥谷喬司・波部忠重．１９９１．美しい世界の貝増補・改訂版．ｖｉｉｉ＋２０６

ｐｐ．，１．Ｅ５（３ｐｌｓ．国立科学博物館，東京．
松 島 義 章 ． １ ９ ８ ４ ． 日 本 列 島 に お ける 後 氷 期 の 浅 海 性 貝 類 群 集 一 特 に 環 境 変 遷 に 伴 う

その時間・空間的変遷 -．神奈川県立博物館研究報告（自然科学），（１５）：
３７しＬ０９．

大 村 明 雄 ． １ ９ ８ ８ ． 中 部 琉 球 喜 界 島 の 地 史 一 琉 球 石 灰 岩 産 サ ン ゴ 化 石 の ウ ラ ン 系 列 年
代測定のまとめとしてー．地質学論集，（２９）：１２５３-２６８．

小渾智生・井上恵介・黒田登美雄．１９９５．南西諸島のマングローブにおけるセンニン
ガイの消長と後氷期気候変動．名古屋大学古川総合資料館報告，（ｎ）：２３ -
３３，ｐｌ．１．

吉葉繁雄．１９８９．最近話題のイモガイ類一分類の吟味．貝雑印ｅｎｓ），別巻１：１９-
５８，ｐ１．１-２．

……‥．１９９０．西太平洋型ハデミナシの再検討．貝雑印ｅｎｓ），４９（２）：１５８-１５９．

追記：
本稿は日本貝類学会の１９９７年大会講演予稿集に提出した内容をもとに作成した．と

ころが予稿提出後，カワムラハデミナシの生貝が採集されていたとの情報が大阪府ハ
尾市在住のイモガイ研究者Ｐａｕ１Ｃａｌｌｏｍｏｎ氏より寄せられた．標本は奄美大島在住
の貝類収集家，有馬康文氏が現地漁師より入手したもので，著者の一人吉葉が当該標
本を検討した結果，カワムラハデミナシであることが確認された．軟体部は採集後砂
に埋めていたために消失してしまっているが，殻表面には殻皮が残っており，採集当
時，その標本が生貝であったことを示している．カワムラハデミナシは絶滅に近い状
態になりながらも，奄美大島海域に生息していることが推定される．
貴重な情報を提供いただいたＰａｕ１Ｃａｌｌｏｍｏｎ氏，標本をお貸し下さった有馬康文

氏には厚く感謝の意を表する．
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学会発表
吉葉繁雄・延原尊美．１９９７．カワムラハデミナシ（イモガイ科）は現生種か絶滅種か？

日本貝類学会，兵庫県教育会館．
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